
 

 

【１】放物線 𝐶: 𝑦 = 𝑥2 + 𝑝𝑥 + 𝑞 は，点(1，9)を通り，直線 𝑥 = 𝑎 を

軸とする．ただし，𝑝，𝑞は定数とする． 
 
(1) 𝑝，𝑞を𝑎の式で表せ． 
(2) 𝐶が𝑥軸より上側にあるような𝑎の値の範囲を求めよ． 
(3) 𝐶が𝑥軸から切り取る線分の長さが 8 となるとき，𝑎の値を求め

よ． 
(4) 𝐶が 𝑥 > 3 で𝑥軸と異なる 2 点で交わるような𝑎の値の範囲を

求めよ． 
 
 
 
 
 
 
【２】2次関数 𝑓(𝑥)，𝑔(𝑥) および実数𝑘が，以下の(ⅰ)，(ⅱ)，
(ⅲ)の条件をすべて満たしているとする． 

(ⅰ) 𝑓(𝑥)は𝑥 = 𝑘で最大値をとる． 
(ⅱ) 𝑓(𝑘) = 13，𝑓(−𝑘) = −23，𝑔(𝑘) = 49，𝑔(−𝑘) = 7 
(ⅲ) 𝑓(𝑥) + 𝑔(𝑥) = 2𝑥2 + 13𝑥 + 5 

このとき，𝑘の値と𝑓(𝑥)，𝑔(𝑥)を求めよ．  
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